
「わが図書館(室)のここに注目!!」 

～熊毛支部 屋久島町図書室～ 
 

○ ひとつの島に、２つの図書室 

○ 宮之浦、尾之間図書室で育む、本と人と地域をつなぐネットワーク 

○ ユニークなテーマ展示と定期的なおはなし会開催 

 

１ 屋久島町図書室 

日本で初めて世界自然遺産に登録された屋久島。豊かで雄大な自然に囲まれ、

南北に広く集落が点在する屋久島町では、住民の皆様が利用しやすいように、北

部地域の「宮之浦図書室」と南部地域の「尾之間図書室」で開館しています。 

今回は、この２つの図書室で特に力を入れている「テーマ展示」と「おはなし

会」の取り組みを御紹介します。 

 

【宮之浦図書室】         【尾之間図書室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 両図書室、それぞれの工夫が光る「テーマ展示」 

宮之浦・尾之間の両図書室では、各館の個性的な選書による「テーマ展示」の

企画を並行して開催しています。思わず手を伸ばしたくなるような手書き POP や

装飾で工夫を凝らしたコーナー展示が目を引きます。 

一例としては、暮らしや人生に役立つようなテーマ、屋久島ならではの自然・

歴史・文化を活かしたテーマ、動物・植物・生態系に関する小中学生が学習に利

用できるテーマ、職場体験の生徒が選んだテーマ、様々な季節の行事や話題に合

わせたテーマ、好奇心を刺激するユニークなテーマなど。 

このように、両図書室では、異なる切り口によるテーマ展示を複数行っており、

２館の個性を楽しんでいただくきっかけにもなっています。利用者に「こんな本

があったんだ！」といった新たな発見や出会いを提供できるよう、知恵を絞って

います。 

 

 



【宮之浦図書室】         【尾之間図書室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ボランティアの皆様とともに届ける「おはなし会」 

子どもたちが幼少期から本に親しみ、読書の楽しさを知るきっかけ作りとして、

宮之浦・尾之間の両図書室で定期的に「おはなし会」を開催しています。このお

はなし会は、図書室スタッフだけでなく、地域で活動されている個人ボランティ

アや読み聞かせグループの皆様の御協力によって温かく支えられています。 

地域の温もりが伝わるプログラムとして、ボランティアの皆様の豊かな個性を

活かした絵本の読み聞かせをはじめ、手あそびうたや紙芝居、季節のわらべうた

などを織り交ぜ、子どもたちが心から楽しめる時間を作り上げています。また、

クリスマスなどの時期に行う「おはなし会」は、大掛かりなパネルシアターなど

が好評です。 

世代を超えた交流と地域の子育て支援、長年活動を続けてくださるボランティ

アさんとの触れ合いは、子どもたちにとって大切な地域の温もりに触れる場であ

り、保護者にとってもほっと一息つくことができる交流のひとときとなっています。 

広範囲に集落が点在する屋久島において、各地域のボランティアの皆様と手を

携えることで、子どもたちへ豊かな物語の世界と笑顔を届けています。 
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